
そのときに、
　　備える。

当院は赤十字病院、災害拠点病院、救命救急センター、地域の基幹病院として、大規模災害時には地域住民の
皆さんの命を守るために、ハードとしての施設・設備の充実に加え、ソフト面での災害訓練実施など万全の体制を
とって、この地域の最後の砦として地域住民の皆さんの期待に添えるように頑張っています。

万一、災害が発生した場合、
災害拠点病院としての
使命を果たすために。

特集ページ

八事日赤を知ろう！
昨年11月から始めています。
「心臓リハビリテーション」を
ご存知ですか？

病気を知ろう！
“声がれ”が長く続くときは、
喉頭がんの疑い
医療の仕組みを知ろう！
高額療養費制度

情報ページ

院長メッセージ

2011年７月29日発行　八事日赤ニュース　52号

○発行責任者／院長　石川　清
○編集／名古屋第二赤十字病院企画課　
　名古屋市昭和区妙見町２番地の９
○編集協力／H I Pコーポレーション



　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
午
後
２
時
45
分
頃
、

東
北
地
方
を
中
心
と
す
る
東
日
本
で
巨
大
地
震

が
発
生
し
た
。
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
で

は
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
た
直
後
か
ら
出
動

準
備
に
入
り
、
わ
ず
か
３
時
間
15
分
後
、
救
護

班
６
名
を
宮
城
県
へ
、
D
M
A
T（
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
）５
名
を
救
援
拠
点
と
な
る
筑
波

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
へ
派
遣
し
た
。

　

日
本
中
を
震
撼
さ
せ
た
３
・
11
か
ら
約
４
カ

月
、
病
院
を
挙
げ
て
の
支
援
活
動
は
、
現
在
も

継
続
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
派
遣
し
た
救
護

班
は
全
部
で
16
班
。
数
多
く
の
職
員
が
宮
城
県

で
石
巻
赤
十
字
病
院
の
運
営
を
支
え
、
避
難
し

て
い
る
方
々
の
医
療
活
動
に
従
事
し
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
が
懸

命
に
被
災
者
救
援
に
取
り
組
む
の
は
、
赤
十
字

の
使
命
で
あ
る
人
道
的
任
務
を
達
成
す
る
た

め
。
同
時
に
、
愛
知
県
の
災
害
拠
点
病
院
と
し

て
の
責
務
を
全
う
す
る
た
め
で
あ
る
。
災
害
拠

点
病
院
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
に
整
備

さ
れ
た
体
制
で
、
愛
知
県
下
で
は
33
病
院
が
指

定
さ
れ
て
い
る
。
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
は

平
成
８
年
に
、
災
害
拠
点
病
院（
地
域
災
害
医

療
セ
ン
タ
ー
）
の
指
定
を
受
け
た（
平
成
19
年

か
ら
地
域
中
核
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
）。

　

災
害
拠
点
病
院
の
役
割
は
、今
回
の
大
震
災
の

東
日
本
大
震
災
の
当
日
か
ら

救
護
班
の
派
遣
を
開
始
。

災
害
拠
点
病
院
と
し
て
、

被
災
地
を
支
援
す
る
。

万一、災害が発生した場合、
災害拠点病院としての
使命を果たすために。

Special Report

ＮＢＣ災害（放射性物質・生物剤・化学剤による災害）訓練
参加／愛知県警察、名古屋市消防局、名古屋市交通局、名古屋第二赤十字病院　　場所／名古屋市交通局地下鉄「八事日赤」および名古屋第二赤十字病院

平成21年６月10日 実施（平成22年は名古屋第二赤十字病院 救命救急センター棟にて実施）



　

D
M
A
T
は
、
医
師
、
看
護
師
、
業
務

調
整
員
で
構
成
さ
れ
、
災
害
急
性
期
に
活

動
で
き
る
機
動
性
を
持
っ
た
医
療
チ
ー
ム
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
教
訓
か
ら
、
厚

生
労
働
省
に
よ
り
平
成
17
年
４
月
に
発
足

し
た
。
D
M
A
T
に
は
、
厚
生
労
働
省
が

運
営
す
る
日
本
D
M
A
T
の
ほ
か
、
都
道

府
県
ご
と
の
D
M
A
T
が
あ
る
。
名
古
屋

第
二
赤
十
病
院
は
、
D
M
A
T
指
定
医
療

機
関
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

よ
う
に
、後
方
支
援
病
院
と
し
て
被
災
地
へ
救
護

班
派
遣
な
ど
を
行
う
こ
と
が
一
つ
。
も
う
一
つ

は
、
県
内
や
近
県
で
災
害
が
起
き
た
と
き
、
地
域

の
第
一
線
病
院
と
し
て
機
能
し
、
重
症
患
者
さ
ん

を
被
災
地
域
外
へ
搬
送
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
で
は
、
当
地
に
大

災
害
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
確
保
の
対
策
を
十
分
に
講
じ
て
い
る
。
ま

ず
、
手
術
や
集
中
治
療
な
ど
生
命
に
直
結
す
る

電
気
を
維
持
す
る
た
め
に
、
３
日
分
の
電
気
を

ま
か
な
え
る
自
家
発
電
装
置
を
備
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
入
院
患
者
さ
ん
と
職
員
が
３
日
間
、

し
の
げ
る
だ
け
の
水
や
食
料
な
ど
を
備
蓄
、
定

期
的
に
点
検
・
交
換
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
常
日
頃
か
ら
災
害
対
策
の
知
識
習
得

や
訓
練
に
も
余
念
が
な
い
。
た
と
え
ば
、
ト
リ

ア
ー
ジ
訓
練
も
そ
の
一
つ
だ
。
ト
リ
ア
ー
ジ
と

は
多
数
の
傷
病
者
に
対
し
、
治
療
優
先
順
位
を

決
定
し
、
適
切
な
搬
送
・
治
療
を
行
う
。
一
刻

を
争
う
重
症
患
者
さ
ん
を
優
先
す
る
こ
と
で
、

一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
の
が
目
的
だ
。
医

療
社
会
事
業
部 

部
長
・
災
害
対
策
委
員
長
の
向

山
憲
男
医
師
は
言
う
。
「
普
段
の
医
療
で
は
１

人
の
患
者
さ
ん
に
複
数
の
医
師
が
関
わ
り
ま
す

が
、
災
害
時
は
１
人
の
医
師
が
何
人
も
の
患
者

さ
ん
を
診
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
、
ト
リ
ア
ー
ジ
は
大
変
重
要
で
す
し
、
訓
練

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」。

　

ト
リ
ア
ー
ジ
は
、〈
緑（
軽
処
置
）・黄（
非
緊
急

治
療
）・赤（
最
優
先
治
療
）・黒（
死
亡
及
び
不
処

置
）〉の
４
段
階
の
色
で
表
さ
れ
、現
場
で
医
師
が

負
傷
者
に
色
の
タ
ッ
グ
を
付
け
て
い
く
。こ
の
う

ち
、災
害
拠
点
病
院
で
は〈
黄・赤
〉の
患
者
さ
ん
の

治
療
を
優
先
し
て
行
う
。患
者
さ
ん
の
立
場
に

な
れ
ば
、「
色
分
け
に
関
係
な
く
、自
分
や
家
族

を
真
っ
先
に
診
て
ほ
し
い
」
と
思
う
だ
ろ
う
。

だ
が
、
そ
の
意
識
で
皆
が
治
療
を
望
め
ば
、
救

え
る
命
も
救
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。　

　

「
災
害
時
の
医
療
は
、
限
ら
れ
た
医
療
資
源

の
な
か
で
、
普
段
の
医
療
と
は
ま
っ
た
く
異
な

る
体
制
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
病
院
は
避
難
所

と
は
役
割
が
異
な
る
た
め
、
避
難
さ
れ
る
方
々

の
物
品
ま
で
は
確
保
で
き
な
い
の
が
実
情
で

す
。
そ
う
し
た
こ
と
を
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
理

解
し
て
お
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
向
山
委
員
長
は
話
す
。

　

万
一
の
災
害
に
備
え
、
準
備
や
訓
練
に
力
を

注
ぐ
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
だ
が
、
今
後
の

課
題
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
「
こ
れ
ま
で
は
、
当

院
が
被
災
地
へ
応
援
に
行
く
立
場
で
し
た
が
、

も
し
も
こ
の
地
域
で
災
害
が
起
き
た
ら
、
我
々

が
全
国
の
応
援
要
員
を
受
け
入
れ
る
立
場
に
な

り
ま
す
。
そ
の
と
き
、
ど
の
よ
う
に
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
っ
て
う
ま
く
調
整
す
る
か
。
ま

た
、
非
常
時
に
お
け
る
地
域
の
他
の
病
院
と
の

連
携
づ
く
り
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
向
山
委
員
長
）。

　

近
い
将
来
、
高
い
確
率
で
発
生
が
予
測
さ
れ

る
東
海
地
震
や
東
南
海
地
震
。
そ
の
万
一
に
備

え
る
た
め
に
も
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
は

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
の
経
験
に
学
び
つ

つ
、
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
、
い
っ
そ
う
の
機

能
強
化
を
図
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

◎
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
救
護
活
動
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、本
誌
臨
時
増
刊
号
で
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

D
M
A
T

（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）

災害時に24時間体制で救急医療を担う、災害拠点病院。
名古屋第二赤十字病院はその一つとして、

東日本大震災の被災者救援に取り組むとともに、
県内や近県で大災害が発生した場合に備え、
防災対策や訓練に力を注いでいる。

万
一の
大
災
害
に
備
え
、

災
害
医
療
機
能
を

強
化
し
て
い
く
。

普
段
の
医
療
と
は

大
き
く
異
な
る

災
害
時
の
医
療
体
制
。

今回の
キーワード

医療社会事業部 部長
災害対策委員長  
向山 憲男



プラス α 夏バテとは？

　皆さまは、「リハビリテーション」というと何
を想像しますか？ 手足のマヒなどにより運
動機能が低下した方が行う運動療法で
しょうか。本来「リハビリテーション」とは、単
なる機能回復ではなく、人間らしく、自分ら
しく生活していくために行われるすべての
活動を指しています。病院などの医療機
関で行われる心身の機能・能力回復など
は、「医学的リハビリテーション」に分類さ
れます。
　医学的リハビリテーションは、安静にして
いることによって生じる、関節が硬くなる、筋
力が低下する等の合併症（廃用症候群）
の予防や機能障害の軽減に重点が置か
れる「急性期」から、残存機能を活用して日
常生活活動を向上させる「回復期」、そし
て機能の維持に努め、獲得した能力を生活の場で実践する
「維持期・生活期」へと、長期にわたって行われます。その中で、
当院は「急性期」を担当しています。たとえば脳卒中の患者さ
んには、入院直後から私たちが病室へ出向いて、ベッドの上で
手足を動かしたり、言葉の練習をするなど、理学・作業・言語聴
覚療法を実施します。そして良好な形で「回復期」を担う病院
にバトンタッチすることが、早期社会復帰に有効であります。

　当院では昨年11月から、「心臓
リハビリテーション」をスタートさせ
ました。これは、狭心症や心筋梗
塞などの虚血性心疾患や心不全
などの患者さんを対象とするリハ
ビリテーションです。これらの患者

さんは、脳卒中とは違い運動機能などには支障がないことが
多いため、心臓リハビリテーションの目的は、機能回復ではなく

再発予防と生命予後の改善になります。この点が、運動器や
脳血管リハビリテーションとは大きく異なるところといえます。

　心臓リハビリテーションは、患者さんの心肺機能に合わせた
運動プログラムを組み、それに基づいて運動を行う「心臓運動
療法」です。従って、最初からジョギングなどの強い運動から始
まる人もいれば、ウォーキングなどの軽い運動からという人もい
ます。そして、心肺機能が向上すれば、徐々に運動負荷を上げ
ていきます。
　近年の研究で、どの筋肉が心臓の機能を助けるかが解明さ
れてきており、たとえば、ふくらはぎの筋力をアップすると、心不全
の患者さんの再入院率が下がることが報告されています。また、
心筋梗塞では、心臓リハビリテーションの実施により、再梗塞の予
防効果が証明されているスタチンという薬と同等かそれ以上の
効果が望めます。これらの予防効果は、発作から何年も経過し

た方でも充分期待できるため、リハビリテー
ション科では、再発予防の服薬をしている患
者さんに、外来でのリハビリテーションをお勧
めしています。このように、多くの効果がある
「心臓リハビリテーション」。今後、当院でもそ
の効果と役割を正しく広め、狭心症や心筋
梗塞などの再発予防に努めていきます。

近隣の医療機関等と協力して
地域全体でリハビリテーションの質を向上させています。

　急性期のリハビリテーションを中心に展開している当院では、
急性期から回復期、維持期・生活期に至る患者さんのリハビリ
テーションを地域全体で支えるため、近隣の医療機関と協力して
地域連携パス（診療計画表）を作成しています。これにより、転院
先の医療機関や福祉施設でも患者さんの情報が共有され、パス
に基づいた治療が行われることで、どの医療機関でも同じレベル
のリハビリテーションを受けられるよう考えられています。
　この取り組みは、大腿骨頸部骨折や脳卒中の治療などに導入
され、年に３～４回、合同で勉強会を開催。患者さんの早期社会
復帰やＱＯＬ（生活の質）の向上に努めています。

暑さで食欲が減退したり、冷たいものの摂りすぎで内臓機能が低下した状態。

狭心症や心筋梗塞などの虚血性心疾患の再発を防ぎ、
生命予後の改善に役立つリハビリテーションです。

入院直後からのリハビリテーションで、
早期社会復帰をめざしています。

狭心症や心筋梗塞などの再発を予防する
「心臓リハビリテーション」。

「心臓リハビリテーション」の効果と役割を
正しく広めていきます。

第一循環器内科
部長   平山  治雄

リハビリテーション科
部長   安藤  智洋

リハビリテーション科
課長   細江  浩典

地域連携

Par t
1八事日赤を

知ろう！

昨年11月から始めています。
「心臓リハビリテーション」をご存知ですか？



プラス α 夏バテの主な症状

このたび、当院の国
際医療救援部が設
立10周年を迎える
ことを記念して、６月
11日㈯、名古屋駅
前の第二豊田ホー
ルにて、記念式典と
基調講演会を執り
行いました。
国際赤十字の一員
である日本赤十字
社では、長年、世界中の災害現場や紛争地域での医療
救援活動と復興支援を行っています。当院も、1980年か
ら国際医療救援に取り組みはじめ、2001年には、日本赤
十字社の4つ目の「国際医療救援拠点病院」に指定さ
れました。当院の国際医療救援部は、これを機に、専門
部署として開設されたもので、今までに延べ約90名の職
員を世界15カ国の災害現場や紛争地域に派遣してい
ます（2011年７月１日現在）。
この日の式典では、多くの来賓が見守るなか、院長の石
川 清が、国際医療救援部が果たした役割を紹介すると
ともに、今後も国際救援活動に積極的に取り組んでいく
ことを表明。続いて、国際医療救援部の部長・杉本憲治
医師が、スライドを用いて活動報告を行いました。
また、基調講演では、テレビでお馴染みの金 美齢JET日

本語学校理事長をお招
きし、「内なる国際化、外
なる国際化」をテーマに
お話しいただきました。
今後も当院では、全病
院を挙げて、さらなる国
際活動を続けてまいり
ます。

５月16日㈪、患者さんや地域の皆さまをお招きし、当院の
研修ホールにおいて名古屋フィルハーモニー交響楽団
金管五重奏による「東日本大震災追悼　第11回ハート
フルコンサート」を開催しました。
最初に、石川 清院長の呼びかけで震災の犠牲となら
れた方 を々悼み、全員で黙祷。続いて、東北出身でご協
賛者でもあるタイホーグループの小野金夫様が挨拶に
立ち、「この時期に開催することに迷いはあったが、日々
暗いニュースが続くなか、音楽を通して患者さんはじめ
地域や職員の皆さまを勇気づけたかった」と、あえて開
催に踏み切った思いを話されました。
コンサートは、追悼と復興への祈りを込めたトランペット
の独奏による「見上げてごらん夜の星を」で厳かに幕を

開けました。続いて、「金
管楽器のキラキラした音
を楽しめるように」と、各楽
器の特徴を解説しながら
クラシックの名曲などを演
奏。ジャズ風にアレンジさ
れた「セインツハレルヤ」

では、手拍子のなか、トロンボーン奏者が客席を回りな
がら演奏する場面も。童謡や70年代に活躍したカーペ
ンターズのメドレーなどもあり、幅広いジャンルの音楽が
披露されました。

食欲不振や倦怠感、立ちくらみなどのほか、イライラしたり無気力になったりといった精神症状も。

世界へ飛び出す「翼」と、地域を支える「温かい手」。
日本赤十字病院の使命です。

国 際
救 援

国際医療救援部の
設立10周年を記念し、
式典と基調講演会を開催。

患 者
サービス

ハートフルコンサートで、
東日本大震災の犠牲者を追悼。

国際貢献と地域貢献。
これからも、この２つの視点を大切に……。

Par t
2八事日赤を

知ろう！



プラス α 予防と対策①

　耳鼻咽喉科領域には、さまざまな種類のがんがあります。
代表的なものには喉頭がん、唾液腺がん、耳下腺がん、顎
下腺がん、咽頭がん、舌がんなどがあり、すべてを合わせる
と、がん患者全体の約10％になります。
　耳鼻咽喉科領域のがんの治癒率は約60％。放射線療法
が主体となり、早期であれば約80％が治癒します。しかし、進
行すると臓器ごと摘出しなければならなくなります。残念なこ
とに、耳鼻咽喉科領域は健康診断のメニューに入っておら

　当院は「地域がん診療連携拠点
病院」に指定されており、当科でも積
極的に先進的ながん治療に取り組
んでいます。
　たとえば耳鼻咽喉科領域で最も
多いがんである喉頭がんの場合、進
行して喉頭全摘出となると音声機能
を喪失してしまいます。そこで当科で
は、喉頭摘出時に、気管と食道の間
に「プロヴォックス」というシリコン製の
発声器具を埋め込みます。これによ
り、肉声に近い音声が早期に獲得で
きるようになります。埋め込んだ後は3
カ月ごとに器具を交換しますが、外来
通院で交換することができます。

　そのほかに当院では、国内でも数
少ない放射線治療器「トモセラピー
(tomotherapy)」を導入しています。
放射線療法は、病変患部に放射線
を照射し腫瘍を縮小する、がん治療
で一般的に用いられるものです。トモ
セラピーでは正常な組織への影響を
最小限に抑え、病変患部への照射
の精度が格段に高くなります。耳鼻
咽喉科領域の早期がんであれば、
治癒の確率は非常に高くなります。

　がん治療だけでなく、患者さんの
ニーズに応じて常に新しい治療法を
取り入れ、一人でも多くの方を治療
することに努めています。
　たとえば突発性難聴では、点滴で
ステロイドを投与することに適さない

疲労回復効果の高いビタミンＢ１、アリシン、クエン酸を摂取しましょう。水分は温かい飲み物で。

糖尿病などの患者さんに対して、鼓
膜に穴を開け、中耳にある“鼓室”に
直接注入する方法をとっています
が、こうした療法を取り入れている医
療機関はまだ多くありません。
　地域の皆さまも、耳鼻咽喉関連で
気になることがあれば、まずはかかり
つけ医にご相談ください。かかりつけ
医の紹介状があれば、病院での精
密検査もスムーズに受けることができ
ます。

ず、痛みなどの自覚症状もないため、早期に発見されにくい
ということがあります。首筋にしこりを発見したり、首や口の中
に腫れがあったら、痛みがなくても受診することをおすすめ
します。
　耳鼻咽喉科領域のがんで最も多いのが喉頭がんです。
喉頭がんの原因は、喫煙と飲酒だといわれており、男女比は
10：１と圧倒的に男性に多くみられるのが特徴です。発生
部位により声門がん、声門上がん、声門下がんの３つに分け
られます。声門上がんと声門下がんには、これといった初期
症状はありませんが、最も発生率の高い声門がんには、ほと
んどの方に“声がれ”の症状が表れますので比較的発見さ
れやすく、治癒率も高くなります。声がれが長く続く場合は早
急に受診をしてください。

痛みがなくても、
腫れやしこりを感じたら受診を

耳鼻咽喉科より

先進的ながん治療に
積極的に取り組む

まずはかかりつけ医に
ご相談ください

ここをチェック

耳鼻咽喉科部長　小山  新一郎

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
“声がれ”が長く続くときは、

喉頭がんの疑い
早期に発見すれば、
多くの方が治癒します

T  O  P  I  C  S



プラス α 予防と対策② 室温は、外気との差を５度以内に。お風呂は、37～39度のお湯で体の芯までしっかり温めること。

　４月１日より、名古屋第二赤十字病院
の南、山手通４丁目にある歩道橋に愛
称が付けられたことをご存知でしょうか？
　その名も「やごと日赤歩道橋」。八事
と本山を結ぶ山手グリーンロードにか
かる歩道橋で、ケタ部分に大きく愛称
が書かれていますから、通院の行き帰

りにお気づきになられた方も多いかもし
れません。
　現在、名古屋市内にある20カ所の歩
道橋に、こうした愛称が付けられていま
す。これは、「ネーミングライツパートナー
制度」という名古屋市の施策のひとつ。
歩道橋の命名権を販売することで民間
から資金を集め、それを活用して道路
施設の維持管理をする一方、命名権を
獲得した団体による地元への貢献活
動を推進していこうというものです。
　当院も、地域に根ざした医療機関と
してその趣旨に賛同。病院から一番近
いこの歩道橋の命名権を得て、病院名
にちなんだ親しみやすい愛称を付けさ

せていただきました。今後は、この歩道
橋を中心に、周辺の美化活動を積極
的に進めていく予定です。
　当院の地域貢献活動のシンボルと
なった「やごと日赤歩道橋」。山手グ
リーンロードを通る際には、ちょっと注目
してみてください。

　長期入院や、慢性疾患の治療が長引くなど、医療費の自
己負担額が数十万円にのぼることもあります。そんな場合
に、自己負担した医療費の一部を払い戻してくれるのが「高
額療養費制度」です。具体的には、１カ月の医療費の自己負
担額が高額となった場合に、一定の金額（自己負担限

度額）を超えた部分が払い戻される制度です。ただし差額
ベッド代や、食事療養費・入院時生活療養費などの自己負担
額は対象になりません。また、条件を満たせば、同じ月に複数
の医療機関での自己負担や、加入している保険組合が同じ
家族の医療費も合算して申請することも可能です。さらに同
一世帯で１年間に高額療養費の支給を３回以上受けた場
合は、４回目から自己負担限度額が引き下げられます。

　従来の「高額療養費制度」では、医療費が一定以上の金
額になると、一旦自己負担分を全額支払い、事後に申請する
ことで超過分を払い戻してもらえるというものでした。しかし、
2007年４月より、70歳未満の被保険者に対する「高額療養
費」が現物給付化されました。これにより現在では、事前に高
額療養費限度額適用認定証の申請を行い、交付された認
定証を医療機関に提示することで、後ほど還付される「高額
療養費」を見越した自己負担限度額のみの支払いで済むよ
うになりました。事前申請先は、国民健康保険の場合は市町
村役場、全国健康保険協会の場合は全国健康保険協会の
各都道府県支部、それ以外の社会保険を使用の場合は勤
め先の健康保険組合となります。「高額療養費」の対象者の
方は、「高額療養費支給申請書」、「保険証」、「医療機関の
領収書」、「印鑑」、低所得者の場合は「住民税の非課税証
明書」を揃えて、最寄りの社会保険事務所か健康保険組
合、あるいは市役所の窓口に提出してください。または当院
の入院受付までお気軽にご相談ください。

町とつながろう！

～やごと日赤歩道橋～

親しみやすい愛称で、
地域貢献活動のシンボルに

医療費の自己負担限度額を
超えた分が払い戻しされます

事前申請を利用することで、
自己負担限度額のみで済みます

医療の
仕組み
を知ろう！

高額療養費制度

支給申請または、
「限度額適用認定書」交付申請

窓口に「限度額適用認定証」の提出
医療費の支払い

　支給申請の場合
手続きしてから
２～３カ月後に払い戻し
　 認定書の場合
「限度額適用認定書」の交付

医療費の請求
領収書の発行

●健康保険組合
●協会けんぽの
　都道府県支部
●その他の社会保険

公的医療保険

医療機関

生活者



派遣状況

　日本赤十字社では、今年度より３年
間にわたり、イラク・クルド地域の戦傷
外科病院へ継続的に医療スタッフを
派遣することとなりました。名古屋第
二赤十字病院からも、６月25日から約
２カ月半の予定で、看護師長の関塚
美穂を派遣することになり、６月24日、
出発式を行いました。
　派遣される関塚看護師は、2004年
のイラン南東部地震被災者救援事業
をはじめ、インドネシアやタンザニアなど
世界各地の難民支援事業や災害救
援事業に携わってきた経験豊富な職

員ですが、紛争地域への派遣は今回
が初めてです。「毎年、日赤の戦傷・災
害外傷研修に参加して勉強していま
すが、実践経験がないので、現地でど
れだけ役に立てるか…」と不安な気
持ちを明かしながらも、「派遣先で戦
傷外科を学ぶとともに、日本での技術
をイラクに伝え、今まで勉強してきたこ
とを活かしたい」と抱負を語りました。
　イラクでは、現在も1,000万個以上の
地雷が放置されているほか、自爆テロ
も後を絶たず、戦傷外科病院に運ば
れる患者さんの４割は武器によるケガ
や火傷です。そうしたなか、関塚看護

1 2011年４月～2011年５月
ハイチ大地震被災者支援事業
（コレラ救援第6班）

芳原みなみ（主事）
2 2011年４月～2011年10月
フィリピン赤十字社医療支援事業
平田巳雅（看護師）
3 2011年６月～2011年９月
北イラク戦傷外科病院支援事業
関塚美穂（看護師）

多少のことを、嫌がったり、恐れたり、避けたりして、やらないことがあります。さえぎるも
のを前に、なんのためにそれをやるのか、それをやることで得られるものを考えて誌面
を構成していきます。読者に事実が伝わるように努力、また努力。東日本大震災の増
刊号をお楽しみに。近日発刊です。
■名古屋第二赤十字病院 企画課  メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

師は、現地の医師・看護師とともに、外
科病棟や集中治療室などで患者さん
の治療・看護を行う予定です。

　これまで患者さんや地域の皆さま
に親しんでいただいた「情報プラザ」
ですが、第1病棟外来部門の改修工
事に伴い、「赤十字インフォメーション
センター」として移転・リニューアルす
ることになりました。
　新しい移転先は第３病棟１階の研
修ホール近くで、ガラス張りの明るい
スペースに、赤十字に関するさまざま
な資料や情報が集約されます。セン
ター内に設置された大型モニターで

は、日本赤十字社からのお知らせや
国際医療救援活動などの報告、当院
の最新ニュースなどを、随時映像に
てお知らせします。また、広報誌
『Future8510』のバックナンバーも設
置し、ご自由に手にとっていただけま
す。さらに、災害発生時には災害対
策本部として活用するため、机上放
送（無線）などの設備も整備されてい
ます。
　新しくなった「赤十字インフォメー

ションセンター」は、８月のオープン予
定です。ぜひお気軽にお立ち寄りく
ださい。

情報プラザを移転・リニューアル

「戦傷外科を学び、日本の技術も伝えたい」と関塚看護師。
紛争地域の医療救援活動のため、北イラクへ出発しました。

８月オープン予定の「赤十字インフォメーションセンター」にご期待ください。

国際医療救援活動

「水にぬれなければ　およげませんよ」編 集 後 記

北イラク

 I N F O R M A T I O N

〒466-8650 名古屋市昭和区妙見町２番地の９
企画課 TEL 052-832-1121 内線 51141 メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp




